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グリーンケミス トリーは米国で主として化学合成プロセスに対 して用いられはじめ,｢環境に優 しい
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からなり,セルロースの β-1,4グルコシ ド結合を分解 してグルコースを生成する｡また,嫌気性細菌
のセルロース分解酵素複合体であるセルロソームを用いる糖化法も検討されている8)｡













来 HMPを出発物質とする変換反応の開発が期待される｡HMFはさらに分解 してレブリン酸 (4-オキ
ソ吉草酸)を生じる｡レブリン酸の生産を目的とする場合,フラクトースを酸存在下で加熱する｡この
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